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【一般医療器 】 類別：器 22 類別名称：検眼用器具 JMDN コード：32791000 

一般的名称：検眼レンズフレーム クラス分類：Ⅰ 特定保守：非該当 

【警告】 

本器は検眼レンズの保持が大切なので、可燃性及び揮発性の気体を拭く時に使用しないこと。 

① 検査を開始する前に本器各部の動きがなめらかかを留意すること。 

② 本器のフレームを患者の耳に掛けるときに本器を両手で持って掛けるようにすること。 

③ 湿気のあるところに保管しないこと。 

 

【形状・構造】 

【梱包】 紙製箱に 1個づつ 

【保守・点検】 

検眼前後の本品に異常がない事を点検し、 

使用する・しないにかかわらず清浄を保つこと。 

【使用環境条件】 

【製造販売業者】 

株式会社 テイエムアイ 

埼玉県新座市新座 1丁目 2 番 10 

電話：048-481-2501 

外国製造業者 Precision Vision/アメリカ 

緊急連絡先 

株式会社 テイエムアイ：Tel:048-481-2501 

 

医療機器製造販売業許可番号：11B2X00040 

※製造販売届出番号：11B2X00040000604 

①本器は前面の検眼レンズ保持部と後面の検眼レンズ保持

と患者の装用のため耳掛部と鼻あて部からなっている検眼

用フレームである。 

②使用目的は、本品は視力の屈折検査時に検眼レンズを患者

の眼前に保持して検眼測定するための検眼レンズフレーム

である。 

③レンズ受け：前 3 枚、後ろ 2 枚 

④PD48～PD80 

⑤鼻当て 上下に可動 

⑥テンプルは長さと角度の調整が可能 

【操作方法又は使用方法】 

患者に本品を装用させて、視力表を見てもらう。 

検眼レンズセットより、近視、遠視、乱視、の患者

に合わせて検眼レンズを選択して本品のレンズ保持

フレーム部に検眼レンズを挿入して患者の視力測定

をする。 

自覚的視力を判定しながら眼鏡を処方する 

温度：10°～40°湿度：25%～80% 

設置上の注意：傾斜のある場所には置かないこと。 


